
（専門分野Ⅱ） 

授業 

科目 
母性看護学方法論Ⅰ 講師 助産師 

実務経験 単位数 

○ 1 

学 

習 

目 

標 

1.周産期にある対象の身体的・心理的・社会的特徴を理解する。 

2.正常な経過をたどる妊産褥婦と新生児の看護を理解する。 

  

 

時間数 

30 

学 年 

2 

時 期 

第1～2学期 

回数 主     題 学 習 内 容 授業方法 講師 

１～５ 

妊婦の看護 1.正常な妊娠のアセスメント 

1)身体的特徴 

2)心理社会的特徴 

3)妊婦と胎児のアセスメント 

2.正常な経過をたどる妊婦と家族の看護 

1)妊婦が受ける母性保健サービス 

2)妊婦の健康生活のための保健相談 

3)親になるための準備教育 

講義 助産師 

６～７ 

産婦の看護 1.正常な分娩のアセスメント 

1)分娩の要素 

2)分娩の経過 

3)産婦・胎児・家族のアセスメント 

2.正常な経過をたどる産婦と家族の看護 

1)産婦と胎児の安全を守る援助 

2)産婦の安楽のための援助 

3)良いお産への援助 

4)基本的欲求充足の援助 

講義 助産師 

８～10 

新生児の看護 1.正常な新生児のアセスメント 

1)新生児とは 

2)新生児の身体諸機能と生理的変化 

3)新生児の健康状態のアセスメント 

2.正常な経過をたどる新生児の看護 

 1)子宮外生活への適応の援助と異常の

早期発見 

 2)栄養と発育 

 3)日常生活における養護 

 4)感染予防と事故防止 

講義 助産師 

11～14 

褥婦の看護 1.正常な産褥のアセスメント 

1)身体的特徴 

2)心理社会的特徴 

3)産褥経過の判断 

4)褥婦の健康状態のアセスメント 

 

講義 

演習 
助産師 



2.正常な経過をたどる褥婦の看護 

1)身体機能の回復を促進する援助 

2)進行性変化を促進する援助 

3)母親としての心理的適応を促す援助 

4)母子・家族関係の再構築のための援助 

5)育児技術の獲得のための援助 

6)育児不安に対する援助 

3.母子の相互作用とアセスメント 

15 
評価 

筆記試験 

評価 

方法 
筆記試験 100点 

テキ 

スト 
系統看護学講座 母性看護学[2]母性看護学各論 

 


